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近年、大学においては図書館予算も減少を免れ
ておらず、図書館では他の費目予算を削り、図書
予算をなるべく減少しない工夫を重ねて来ました。
また、データベース資料購入の増加ともあいまっ
て図書購入について大きな転換を迫られています。
図書館ではW I N Eシステムの構築にともない学
内資料の共同利用も積極的にすすめてきました。
現在では、ほとんどの資料が所蔵箇所だけでなく
学内の利用者に対して利用可能となっています。
また、この数年、図書購入の減少に対処する方
策としてI L Lの拡大に力を入れてきました。中央
図書館でのI L L業務の担当箇所である総合閲覧課
で、この間、他大学との相互協力を通じて資料の
共同利用を推進してきています。中央図書館の他、
理工学図書館、所沢図書館でもI L L業務を行なっ
ていますが、この 2館は専門分野が特定されてお
り、以前から他大学との相互利用は積極的に行わ
れています。中央図書館でも、学内での資料の共
同利用が進んだこともあり、I L Lの積極的利用
（積極的提供も含めて）に踏みきることができるよ
うになりました。
これまでも本誌、他でご紹介しましたように、
中央図書館ではこの数年以下のようにI L Lの拡大
を図っています。
1998.11O C L C - I L Lシステムを利用しA R L - J A P A N
P r o j e c t参加館との迅速な I L L（海外）を
開始。（本誌No.61参照）
2000.1NACSIS-ILLシステムの利用開始。（国内）
2000.4学部・大学院学生の東京2 3区内の大学図
書館からの複写取寄せを可とする。
2001.4同志社大学と慶應義塾大学と同様の相互
協力を開始。
同 慶應義塾大学、同志社大学との間ではI D
カード所持の学生・教職員には紹介状を
不要にしお互いに自館と同じような図書
館を利用可能とする。
今回は今年度４月以降の拡大事項を 3 件ご案内
します。
１．高麗大学校図書館との相互協力協定
大学は多くの海外の大学と学術交流協定を結ん
でいますが、これまで図書館の相互利用について
の協定を別途結ぶことはなくお互いに図書館利用
の際の便宜を図る程度でした。
昨年秋、学術交流協定校のひとつである韓国の
高麗大学校から積極的な図書館相互利用に対する
申出があり、今年 3 月「図書館相互協力覚書」を
交わしました。その後担当箇所間で協議のうえ
「実施要領」をまとめ、このたび実施の運びとなり
ました。（詳しくは本誌「韓国図書館訪問記」参照）
これまで資料の確認などもできにくかったため
ハングル資料のI L L申込みは非常に少なかったの
ですが、これを機会に利用が増えることを願って
います。
実施は以下のような要領で行ないます。
①この 1 年間は双方の図書館が費用負担し、利用
者には無料で資料提供する。
②早稲田側からは原則として自館が所蔵する日本
語資料を、高麗側からは自館が所蔵するハング
ル資料を提供する。（ただし国内で出版された外
国語資料も対象とする）
③図書の貸出は同一人に対して 1 回 3 冊まで、利
用は図書館内に限る。
④複写は同一人に対して 1 回1 0件以内の受付と
し、その全部が届いた後、次の申込みを受付け
る。
⑤資料は双方でO P A C 検索をおこない、表示され
た表記での申込みを行なう。
高麗大学校には中央図書館（新館、旧館）、科学
図書館、医学図書館、郊外に瑞倉図書館があり、
図書約1 7 4万冊、逐次刊行物約9 , 8 0 0タイトルを所
蔵しています。
O P A C （O n - l i n eで公開されている蔵書目録）は、
ハングルが表示可能な端末からしか検索できませ
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んが、レファレンス・カウンター内の情報検索室
に設置の高麗大学校から寄贈された端末で検索可
能です。プリンターも設置しましたので、ご利用
希望の場合はお申し出ください。
h t t p : / / k u l i b . k o r e a . a c . k r : 8 0 8 0 / T G D L / t o t a l _ f r a m e . h t
ml
日本のN A C S I Sにあたる K E R I Sの検索もできま
すが、高麗大学校に所蔵されていない場合は所蔵
館に通常のILL申込みを行なうことになります。
早稲田大学での受付窓口は中央図書館レファレ
ンス・カウンターです。理工学図書館、所沢図書
館では受付けておりませんのでご注意ください。
２．国内ILL－図書の借用対象館が増えました
これまで図書の借用は慶應義塾大学、同志社大
学の他に協定を結んでいる 6国立大学からしかで
きませんでした。 4 月からN A C S I S参加館に対し
て早稲田大学中央図書館からも図書の貸出を行な
うことにより、借用を可能にしました。ただし 1
人 1 回のお申込みは 3 冊以内とさせていただきま
す。中央図書館から他大学への貸出は研究図書に
限り 1 館に 3 冊以内、全体で同時に5 0冊以内と
しています。借用には往復の郵送料がかかります。
早ければ 1 週間以内に届きますが、通常は 2週間
くらいかかります。利用できる期間は、相手館に
より異なります。I L L申込みについては、ホーム
ページ「利用案内－利用方法、サービス案内－学
内の方－学外図書館の所蔵資料の利用」をご参照
下さい。
h t t p : / / w w w . w u l . w a s e d a . a c . j p / g u i d e / r e f / g a k u g a i r i y
o.html
借用図書は館内のみでの利用となります。教員
の方も研究室までしか持ち出せません。破損や汚
損のないよう取扱いには十分ご注意ください。
３．海外ILL－手続きの簡素化を図りました
O C L C － I L Lシステムの利用はこれまで A R L
（Association of Research Libraries）Japan Project
参加館（北米2 6館）のみに特化していましたが、
それ以外の機関とのI L Lもこのシステムを利用し
た方が処理が簡単で速いため、見直しを図ったも
のです。北欧やアジア諸国、また早稲田から依頼
の増えているドイツのG öt t i n g e n大学なども最近
O C L Cに参加しており、効果が期待できます。ま
た、O C L C - I L Lシステムを利用することにより状況
確認がシステム上で可能となるためお問い合わせ
に対しても迅速な回答ができるようになります。
O C LC：米国Online Computer Libarary Center 早
稲田大学は日本で唯一書誌データを提供
しています。現在8 2か国、約 4 1 , 0 0 0館が
参加しています。
全文入手可能なデータベースの確認を
図書館やその他の箇所が契約したデータベース
（学内環境からのみ利用可）で論文の全文入手が可
能なものがあります。I L Lお申込みの前にまず
"Fulltext Online Journal List"（試 行 版 ）
h t t p : / / w w w . w u l . w a s e d a . a c . j p / D O M E S T / f o j /で雑誌
については検索をされることをお勧めします。
申込み方法の簡素化をはかります
ホームページ上に「I L L申込み用紙」を掲載し、
図書館にお出でにならないでも申込みが可能にな
るようただいま準備中です。ただし、E - m a i lを使
用したご連絡が必要となりますので、まだE - m a i l
を使用されていない方は、W a s e d a - n e tへの移行を
機会に是非、ご登録のうえご利用下さい。
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